
第39回　日本核医学会　北日本地方会 61

5．SPECT脳血流画像の標準化による正常血流デー

　　タベースの作成
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　SPECT脳血流画像の異常パターンを評価する基礎

として解剖学的標準化の手法を用い，正常血流画像

データベースを作成，その有用性を検討した．正常

群についてHMPAOまたはECDによるSPECT検査
を施行し，それぞれを全脳カウントでNormalizeした

後にRolandらのHBA　Systemを用いて解剖学的に標

準化した．PAOとECDについて標準化した血流画

像の平均画像および標準偏差画像を作成し正常デー

タベースとした．得られたデータベースは一種の統

計画像であり，対象とする疾患群（または症例）と年

齢，性別などをマッチさせた多くのバージョンの作

成によりさらに厳密な血流異常の評価が可能と考え

られた．

6．ii31・iomazenilのSPECT画像とK1および，　bind－

　ing　potentialの分布との関連
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　i231－iomazenilのSPECT画像上の分布と，　blood－to－

brain　transfer　rate　constant（Kl），　binding　pOtential（BP）お

よび局所脳血流（rCBF）の分布との関連を9例を対象

に検討した．K1，　BPは3　compartment　2　parameter

modelに基づき決定し，　rCBFはi231・・IMP・SPECTで評

価した．各症例について関心領域を設定し，Kl，　BP，

1231－IMPのSPECT値，1231－iomazenilの早期および後

期（投与後20分，3時間）のSPECT値の分布をそれ

ぞれ対小脳比で表した．合計179関心領域について重

回帰分析を施行した結果，i231－iomazenilのSPECT画

像とrCBF，　K1，　BPとの相対的分布に基づく偏相関

係数は，早期ではそれぞれ，0．226，0．938，0．887，後

期ではそれぞれ，0．228，－O．415，0．989であり，SPECT

画像上のi231－iomazenilの分布は，早期ではK1，　BPの

両者と，後期ではBPと最も相関があることが示唆さ

れた．

7．単純ヘルペス脳炎における脳循環・酸素代謝
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　失見当識，左半身脱力で発症した，73歳，男性の

単純ヘルペス脳炎患者に，PETおよびSPECTを経

時的に施行し，血流・酸素代謝の変化を検討した．

CT，　MRIでは右側頭葉を中心とする病巣は拡大し

た．病初期には，luxury　perfusionがみられた．

Aciclovir点滴静注にて，症状は改善した．病期が進

行するに伴い，病巣は拡大し血流は低下したが，一

部に高血流域もみられ，炎症性変化によると思われ

た．酸素代謝は病巣部では初期から低下し，CO2によ

る血管反応性も低下していた．低血流域中の高血流

域は経過中移動したが，ウイルスの移動によること

が考えられた．
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　3次元PETは高感度と全身スキャンを特徴として

いる．われわれはこれを利用して，低被曝の全身筋

運動マッピング法を考案した．20代の日本人男性5

人について，18FDG投与下での35分間のランニング

後にPET撮影を行ったところ，単位体積あたりのエ

ネルギー消費量は，脳，心臓，および腓腹筋を中心

とした下肢骨格筋て高まっていることが確認され

た．また，走るという共通の運動をとっても，下肢

筋のエネルギー消費量のパターンには個人差がある

ことがわかった．
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